
 

発     言     通     告     書 

    令和 8年 9月 8日 

松山市議会議長 大 塚 啓 史 殿   

  松山市議会議員 田 中 エリナ 

次のとおり通告します。    

発言順位 ４ 受領日時 9月 8日 午前・午後 11時 55分 2 枚中 1 枚目 

質問等の方式 一問一答方式  ・  一括方式 発言時間 約 60 分 

答弁を求める者 
･市長    ･教育長    ･選挙管理委員会委員長    ･公平委員会委員長 

･農業委員会会長    ･監査委員    ･公営企業管理者 

 

No 件        名 発  言  の  要  旨 

1 財政運営について 市民サービスの向上と成長への投資を両立するための、財源の確保と 

  既存事業の優先順位の見直しについて、本市の考えを問う。 

   

2 地元企業の成長と市民所得の向上 地元企業の成長と市民所得の向上につながる地域経済政策につい 

 について て、今後の取組を問う。 

   

3 JR松山駅周辺整備について （１）JR松山駅周辺整備全体及びにぎわい施設の今後の整備内容とス 

   ケジュール並びに駅周辺全体の進捗状況と工程表を市民に分かりや 

   すく示すことについて、本市の考えを問う。 

  （２）JR松山駅におけるバスタプロジェクトの事業計画の早期取りまとめ 

   に向けた本市の考えを問う。 

  （３）JR松山駅周辺における滞在空間及び憩いの場の創出について、 

   本市の考えを問う。 

   

4 中央商店街について （１）中央商店街（銀天街・大街道）の再生について 

   ①老朽化した建物等の一体的な活用やリノベーション、建て替えな 

    ど、エリア価値の向上に向けた取組について問う。 

   ②魅力ある店舗の戦略的な誘致を担う専門人材の確保・育成につい 

    て問う。 

   

5 インバウンドについて インバウンドにおける観光消費額の拡大に向けたこれまでの取組につ 

  いて問う。 

  また、今後の観光消費額の目標額と、その達成に向けた取組について 

  問う。 

   

6 人事制度について 年齢や性別にかかわらず、能力・実績・意欲を適正に評価し、職員の 

  登用につなげる人事制度の在り方について、本市の考えを問う。 



 

 松山市議会議員 田 中 エリナ 

 

 2 枚中 2 枚目 

 

No 件        名 発  言  の  要  旨 

7 デジタル技術の活用について デジタル技術の活用について、これまでの取組と成果及び情報セキュ 

  リティの強化を含めた今後の取組を問う。 

   

8 城山土砂災害について 城山土砂災害について、改めて検証を行うこと及び住民説明会を開催 

  することの必要性に対する現在の認識と、今後に残された課題につい 

  て、本市の考えを問う。 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   
 


